
（１） ７×１１×１３＝１００１ 

は頭に⼊れておいてください。 

Ｎは７ケタですから 

  Ｎ＝１００１×Ｍ  （Ｍは整数） 

とすると 

１０００≦Ｍ≦９９９０ 

です。 

Ｍの各位の数を「アイウエ」として１００１をかける筆算を考えます。  

アイウエが全て異なる数の中で最⼩のものは 

「１０２３」でその時のＮは 

１０２３×１００１＝１０２４０２３ 

となり 使われる数字が５種類となり条件を満たします。 

「１０２３」よりも⼩さい場合は５種類以上にならないので 

                    最⼩は１０２４０２３・・・（答） 

   アイウエの値で 

   最⼤は 場合分けしてみます。  

  ◎９９９０ 

   ９９９０×１００１＝９９９９９９０  × 

  ◎９９８０〜９９８９ 

   エが「０」の時は３種類 

   エが「１」以上の時はＮの上から３ケタが「９９９」となりイが９なので × 

       ★今週の１題★     規則性・公倍数   ～解説～ 

アイウエ
× 1 0 0 1
アイウエ

アイウエ
アイウエ＋アイウエ

４ケタ



  ◎９９７９×１００１＝９９８８９７９   × 

   ９９７８×１００１＝９９８７９７８   × 

   ９９７７×１００１＝９９８６９７７   × 

   ９９７６×１００１＝９９８５９７６   ○ 

   最⼤は９９８５９７６・・・（答） 

 

 

（２） グループ分けします。 ○1 はグループ番号 

○1     ○2       ○3           ○4                ○5  
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  ・・・ 

       各グループにグループ番号の数だけ分数があり、分⺟はグループ番号の数から１ずつ⼤きくなり 

   分⼦には１から１ずつ⼤きくなっています。 

   各グループの１番最後が三⾓数番⽬になっていることに着⽬して４１番⽬と１７０番⽬のあたりを調べます。 

   ８番⽬の三⾓数３６、９番⽬の三⾓数４５、１７番⽬の三⾓数１５３、１８番⽬の三⾓数１７１より 

○9                    ○10              ○18    ここまで→     ○19        
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   ↑４１番⽬                               １７０番⽬↑    

   上のようになっている事が分かります。 

各グループの積は「１」なので○18 グループ１７個の積は
１

１８
です。 

５

５
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６

４
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１
 × 

１

１８
 ＝７・・・（答） 


